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四季折々の日本の祭り 岐 阜 県  揖 斐 川 町

い
び
祭
り
・

子
ど
も
歌
舞
伎開催日：

毎年 5月 4日、5日

小
学
生
だ
け
で
演
じ
ら
れ
る

優
美
な
歌
舞
伎

鯛
め
し
に
小
鯛
甘
酢
漬
、
筍
ご
飯
に
は

筍
煮
を
の
せ
、
見
た
目
も
良
い
２
種

類
の
ご
飯
が
主
役
の
お
弁
当
。
ま
た
、
サ
ワ

ラ
の
西
京
焼
、
た
ら
の
芽
天
ぷ
ら
、
菜
の
花

入
り
薩
摩
揚
な
ど
、
春
に
ち
な
ん
だ
食
材
が

彩
り
鮮
や
か
に
盛
り
付
け
ら
れ
、
目
で
も
舌

で
も
春
を
存
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
旬
の
た
け
の
こ
は
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
食
感
と
、
独
特
の
風
味
が
楽
し
め
ま

す
。
嵐
山
の
「
竹
林
の
小
径
」
な
ど
美
し
い

竹
林
を
堪
能
で
き
る
名
所
が
い
く
つ
も
あ
る

京
都
は
た
け
の
こ
も
有
名
。
右
京
区
の
嵯
峨

野
、
西
京
区
の
太
枝
塚
原
と
大
原
野
、
そ
し

て
長
岡
京
が
あ
る
西
山
な
ど
の
産
地
が
あ
り

ま
す
。
京
た
け
の
こ
は
、「
白
子
た
け
の
こ
」

と
も
呼
ば
れ
、
色
の
白
さ
と
刺
身
が
で
き
る

ほ
ど
の
柔
ら
か
さ
が
特
徴
で
す
。

たけのこ（筍）の旬は、春から初夏。市
場で売られるたけのこのほとんどが孟宗
竹（モウソウチク）という種類。

販売店…東海道新幹線のぞみ・ひかりでの車内販売、及び
東京・品川・新横浜・名古屋・京都・新大阪・リニア・鉄
道館のジェイアール東海パッセンジャーズ店舗での販売。
取材協力／（株）ジェイアール東海パッセンジャーズ

414182223

　

三
輪
神
社
の
例
大
祭
を
「
い
び
祭
り
」
と

い
い
、
江
戸
時
代
享
保
年
間
に
始
ま
っ
た

3
0
0
年
以
上
続
く
歴
史
の
あ
る
祭
り
で
す
。

　

祭
り
で
奉
納
し
た
踊
り
か
ら
転
じ
て
子
ど
も

歌
舞
伎
の
上
演
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
時
代
中

頃
。
上
演
者
は
小
学
生
男
女
児
童
に
限
ら
れ
、

初
回
か
ら
現
在
ま
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

３
日
に
は
祭
り
に
先
が
け
て
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
子
ど
も
歌
舞
伎
特
別

披
露
が
行
わ
れ
ま
す
。

続
い
て
４
日
、
５
日
に

は
、
地
元
の
５
つ
の
区

が
1
輌
ず
つ
所
有
す
る

豪
華
絢
爛
な
や
ま
（
県

有
形
民
俗
文
化
財
）
が

三
輪
神
社
に
曳
き
そ
ろ

え
ら
れ
、
や
ま
を
舞
台

に
子
ど
も
歌
舞
伎
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。

広報誌をスマホなどで閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2（中央合同庁舎 2 号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )
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特集 1 令和元年版　消防白書が公表されました

令和元年版消防白書　目次

令和元年版

消防白書が
公表されました

特集 1最近の大規模自然災害への対応
及び消防防災体制の整備

消防白書は、消防防災に対する国民の理解を深めることなどを目的として、
毎年刊行しています。令和元年版消防白書は、特集及び本編で構成されており、

消防庁ホームページに掲載するとともに、政府刊行物サービスセンターや主要書店などで販売されています。
ここでは、消防白書の一部を紹介します。

災害の現況と課題

災害の現況と課題

国際的課題への対応

消防防災の科学技術の研究・開発

自主的な防火防災活動と
災害に強い地域づくり

消防防災の組織と活動

第 1 節
第 2 節
第 3 節
第 4 節
第 5 節
第 6 節
第 7 節
第 8 節

第 1 節
第 2 節

第 1 節
第 2 節
第 3 節
第 4 節
第 5 節
第 6 節
第 7 節
第 8 節
第 9 節
第10節

火災予防
危険物施設等における災害対策
石油コンビナート災害対策
林野火災対策
風水害対策
震災対策
原子力災害対策
その他の災害対策

国民保護への取組
北朝鮮弾道ミサイル発射事案への対応

消防体制
消防の広域化の推進
消防職団員の活動
教育訓練体制
救急体制
救助体制
航空消防防災体制
広域消防応援と緊急消防援助隊
国と地方公共団体の防災体制
消防防災の情報化の推進

附属資料

最近の大規模自然災害への対応及び消防防災体制の整備

G20 大阪サミット及び
ラグビーワールドカップ 2019 における消防特別警戒等

緊急消防援助隊の充実強化

消防防災ヘリコプターの安全運航体制の強化

日本の規格に適合する消防用機器等の海外展開

消防団を中核とした地域防災力の充実強化

大規模イベント開催を見据えた外国人・障害者への対応

Society 5.0 時代におけるＡＩ等の活用

令和元年 8 月の前線に伴う大雨の被害と対応
台風第 15 号に伴う被害と対応
台風第 19 号等に伴う被害と対応
最近の災害を踏まえた今後の対応

「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」における消防庁の取組

サミット開催までの取組　
消防特別警戒の体制等　
警戒部隊の活動　
国民保護共同訓練　
ラグビーワールドカップ 2019 への対応

南海トラフ地震等に備えた増強
土砂・風水害機動支援部隊と NBC 災害即応部隊の新設
航空関連の隊の再編
緊急消防援助隊ロゴマーク

消防防災ヘリコプターの墜落事故の概要
運航の安全性の向上に向けた消防庁の取組（検討会）
消防防災ヘリコプターの運航に関する基準

日本の消防用機器等の海外展開に対する政府の取組
東南アジア諸国等で日本の消防用機器等が置かれている状況と競争力の強化
海外展開への取組

消防団の現状
消防団の充実強化施策

社会情勢を踏まえた取組の推進
外国人・障害者からの 119 番通報等に円滑に対応するための取組
外国人来訪者や障害者等が利用する施設における災害情報の伝達及び
避難誘導に関するガイドライン
救急車利用ガイド

消防防災技術に係る研究開発の方向性
研究開発の状況 

第 1 章

第 3 章

第 5 章

第 6 章

第 4 章

第 2 章
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特集

1
令和元年の大規模自然災害
の状況と、政府の主な動き
及び消防機関等の活動につ
いて紹介しています。

令和元年８月の前線に伴う大雨の被害と対応
被害の状況

被害の状況

被害の状況

消防機関の活動

消防機関の活動

● 　記録的な大雨により、各地で河川の氾濫、浸水や土
砂崩れ等が発生し、佐賀県を中心に死者４人、6,600
棟を超える住家被害が発生（令和元年 12 月５日現在）

● 　佐賀県大町町の鉄工所において、鉄工所内のオイル
ピットから大量の油が流出し、下流域に広く拡散

● 　大雨と暴風により、東京都で死者１人、千葉県を中
心に７万 4,900 棟を超える住家被害が発生（令和元
年 12 月５日現在）。特に千葉県では、暴風により多
数の住宅において屋根瓦が飛散

● 　千葉県を中心に、最大約 93 万 4,900 戸の大規模
停電が発生。この停電により、携帯電話網や市町村防
災行政無線等の通信障害が発生

● 　台風第 19 号とその後の度重なる大雨により、各地で河川の氾濫、
堤防の決壊による浸水、土砂崩れ等が多数発生し、東北地方の太平洋
側や関東地方を中心に死者 98 人、９万 1,000 棟を超える住家被害
が発生（令和元年 12 月 5 日現在）

● 　千曲川（長野県）や阿武隈川（福島県）をはじめ 71 河川の 140
箇所で堤防が決壊（令和元年 12 月 2 日現在、国土交通省調べ）

● 　道路の損壊や道路への土砂の流入、橋梁の流出などにより多数の孤
立地域が発生

● 　地元消防本部は、直ちに救助・救急活動にあたった
ほか、消防防災ヘリコプターによる情報収集活動、戸
別訪問による安否確認、鉄工所から流出した油の除去
活動等を実施

● 　緊急消防援助隊は、８月 28 日から 31 日までの４
日間にわたり、延べ 172 隊、583 人が活動し、11
人を救助

● 　消防団は、住民への早期避難の呼びかけやボートに
よる救助活動、住民の避難誘導、土砂等の除去活動、
動力消防ポンプによる排水活動等を実施

● 　地元消防本部は、直ちに救助・救急活動にあたった
ほか、消防防災ヘリコプターによる情報収集活動、戸
別訪問による安否確認、ブルーシート等による家屋の
応急補修等の活動を実施

● 　消防団は、倒木や飛散物の除去活動、ブルーシート
等による家屋の応急補修、避難所の運営支援等を長期
間にわたり実施

台風第 15 号に伴う被害と対応

台風第 19 号等に伴う被害と対応

福島県郡山市　浸水地域での救助活動
（郡山地方広域消防組合消防本部提供）

焼き入れ油が流出
した佐賀県大町町

（熊本県防災消防
航空隊提供）
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消防機関の活動
● 　地元消防本部は、直ちに救助・救急活動にあたったほか、

救命ボートや消防防災ヘリコプターを活用した救助活動、行
方不明者の捜索活動等を実施

● 　緊急消防援助隊は、10 月 13 日から 18 日までの 6 日間
にわたり、延べ 809 隊、2,978 人が活動し、171 人を救
助

● 　消防団は、危険箇所の警戒活動、行方不明者の捜索、土砂
等の除去活動、戸別訪問による住民の安否確認等を長期間に
わたり実施

● 　１０月 13 日、福島県内で救助活動にあたっていた東京消
防庁航空隊のヘリコプターから要救助者が落下して死亡する
事故が発生。原因究明と再発防止策の検討のため、消防庁も
参画して、東京消防庁が「航空安全委員会」を開催

● 　住民の避難行動を促すための地方公共団体からの適切な情
報発信のあり方、防災行政無線の戸別受信機をはじめとする
地方公共団体が情報を確実に住民に伝えるための情報伝達手
段の整備、住民の自発的な避難を促進するための地方公共団
体における防災訓練の充実などについての取組を検討

● 　平成 30 年 9 月 25 日、「Ｇ 20 大阪サミット消防・
救急対策委員会」及び警防・予防部会を設置。出場計
画や NBC 災害等消防活動要領等を含む警防計画及び
関連施設に対する立入検査や巡回警戒等を含む予防計
画を策定。NBC 災害発生を想定した合同訓練・現地
視察や、関連施設に対する立入検査・自衛消防訓練指
導等を実施

● 　警戒実施期間は、6 月 24 日から 6 月 30 日までの
７日間

● 　消防車両 266 台、消防ヘリ 6 機、消防職員等
2,858 人（警防 2,179 人、予防 272 人、本部要員
407 人）の消防特別警戒体制を構築

● 　インテックス大阪（主会場）、関西国際空港、大阪
国際空港、首脳等の宿泊施設、要人の移動経路となる
高速道路等を警戒。消防防災ヘリコプターによる航空
警戒体制の構築、消防艇による海上警戒等も実施

● 　サミット関連施設に 24 時間体制で予防進駐警戒要
員を配置

● 　消防庁は、NBC 等テロ災害対応のための体制整備・強化として、
大型除染システム搭載車及び化学剤遠隔検知装置の整備、救命止血帯

（ターニケット）導入に向けた消防職員用カリキュラム等の策定を実
施。また、外国人や障害者等の方々への対応に関する各種取組を促進

● 　平成 29 年 11 月７日、「ラグビーワールドカップ 2019 消防対策
協議会」を設置し、大会に向けた検討体制を構築

● 　各開催地において大会開催を迎えるに際し、試合会場及び宿泊施設
等への事前立入検査や自衛消防訓練指導等を実施。試合開催中は、消
防警戒本部を設置し、関係機関との連携体制を構築、NBC 等テロ災
害対応部隊の出場体制を強化し、万全の即応体制を確保

●  　火災は発生せず。関西国際空港に緊急着陸する航空
機が発生したため、消防隊が７隊出動し、警戒活動を
実施

● 　救急出動が７件（うち１件は誤報）発生し、事前計
画に基づき医療関係者等と連携し対応

● 　近年の頻発化・激甚化する自然災害時においても重要イ
ンフラ等の機能を維持するため、平成 30 年 12 月 14 日、

「防災・減災、国土強靱化のための 3 か年緊急対策」が閣
議決定され、消防庁からは 6 つの施策を展開

大規模風水害・土砂災害に対応するための緊急消防援
助隊に関する緊急対策
大規模災害に対応するための航空消防防災体制に関す
る緊急対策
地域防災力の中核を担う消防団に関する緊急対策
災害対策本部設置庁舎及び消防庁舎の災害対応機能確
保に関する緊急対策
自治体庁舎等における非常用通信手段の確保に関する
緊急対策
高齢者世帯等への確実な情報伝達に関する緊急対策

災害を踏まえた今後の対応

開催までの取組

消防特別警戒の体制等

警戒部隊の活動

救命ボートによる救助活動

消防団員による行方不明者の捜索
（福島県川内村消防団提供）

水陸両用バギーを活用した捜索活動
（大阪市消防局提供）

「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」における消防庁の取組

1.

2.

3.
4.

5.

6.

最近の大規模自然災害への対応及び消防防災体制の整備特集

1G20大阪サミット及びラグビーワールドカップ
2019における消防特別警戒等

特集

2
令和元年 6 月 28 日、29 日に大阪府大阪市の「インテックス大阪」を主会場として、G20 大阪サミットが開催され
ました。当該サミットは、G20 メンバー国や招待国、国際機関など 37 の国と機関が参加する首脳会合としては史上
最大規模の国際会議でした。このため、消防としてもサミットの円滑な運営と会議参加者の安全を確保するため、関
係施設への火災予防対策やテロ災害を含めた各種災害発生時に備え万全の即応体制で臨みました。

G20大阪サミット（令和元年6月28日、29日、大阪府大阪市において開催）

ラグビーワールドカップ2019（令和元年9月20日から11月2日、全国12都市において開催）

統括警戒本部（作戦室） 警戒員による JR 大阪駅巡回警戒

NBC 災害訓練
※ NBC：核（Nuclear）兵器等、生物（Biological）剤、化学（Chemical）剤

釜石鵜住居復興スタジアム警戒部隊

特集 1 令和元年版　消防白書が公表されました
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昨今相次いでいる消防防災ヘリコプターの墜落事故を受け、根本的な事故原因の検証と解決策の実施はもちろんのこ
と、日常の安全対策においても改善の余地がある点については確実に対応策を講じることで、消防防災ヘリコプター
の運航の安全性向上に常に努め、今後の航空消防防災体制の充実強化に全力を挙げています。

● 　訪日外国人の増加により、119 番通報時や救急現場での、外国
人に対する円滑なコミュニケーションが求められていることから、

「電話通訳センターを介した三者間同時通訳」及び「救急ボイストラ」
の導入を促進

● 　聴覚・言語障害者がスマートフォンを活用し、音声によらない円
滑な通報を行える「Net119 緊急通報システム」の導入を促進

● 　平成 30 年３月に、「外国人来訪者や障害者等が利用する施設に
おける災害情報の伝達及び避難誘導に関するガイドライン」を策
定。本ガイドラインのポイントを分かりやすくまとめたリーフレッ
トを駅・空港や競技場、旅館・ホテル等の施設の関係者に配布し、
2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて外国
人・障害者に配慮した情報伝達及び避難誘導の普及を促進

● 　「消防防災科学技術高度化戦略プラン 2018」（平成
30 年 3 月改訂）では、自然災害リスクの増大や社会
の脆弱化への対応に加え、研究成果の社会実装の推進
を主眼

● 　「消防防災科学技術研究推進制度」では、ＡＩやロ
ボット等関連に重点

● 　平成 31 年 3 月に「緊急消防援助隊の編成及び施
設の整備等に係る基本的な事項に関する計画」を改定。
緊急消防援助隊登録隊の増隊や無償使用制度及び国庫
補助金を活用した車両・資機材の整備、実践的な訓練
の実施等により、更なる緊急消防援助隊の充実強化

● 　平成 21 年以降、４件の消防防災ヘリコプターの墜落事故
が発生し、26 人の消防職員等が殉職　（平成 30 年 8 月：
群馬県、平成 29 年 3 月：長野県、 平成 22 年 7 月：埼玉県、 
平成 21 年 9 月：岐阜県）

● 　これらの墜落事故を受け、消防庁では事故の再発防
止に向けて二人操縦士体制の導入等を運航団体に助言
してきたが、運航団体が安全性の向上に着実に取り組
むためには、助言より高い規範力を持つ形式で示すこ
とが重要であると考え、「消防防災ヘリコプターの運
航に関する基準の在り方に関する検討会」を設置し、
運航に関する基準に盛り込むべき事項とその内容等に
ついての検討を実施（第 1 回：平成 31 年 3 月 14 日、
第 2 回：令和元年 6 月 11 日）

● 　検討会での議論を踏まえ、運航規程等の整備、運航
責任者及び運航安全管理者の配置、二人操縦士体制、
シミュレーターを用いた緊急操作訓練、消防防災ヘリ
コプターに備える装備等、運航団体が取り組む項目を
とりまとめ、令和元年９月 24 日に「消防防災ヘリコ
プターの運航に関する基準」（令和元年消防庁告示第
４号）を制定し、消防組織法第 37 条に基づく消防庁
長官の勧告として告示

● 　令和５年度末までに緊急消防援助隊登録隊数をおお
むね 6,600 隊に増強。消火・救助・救急の主要３小
隊に加え、長期的な消防応援活動を支える後方支援小
隊を増隊

● 　緊急消防援助隊の結束力を一層強化し、その活動をより広く周知するこ
となどを目的として、「緊急消防援助隊ロゴマーク」を作成

● 　土砂・風水害現場での救助活動に特化した特殊車両を中核として構成さ
れる「土砂・風水害機動支援部隊」を新設、令和５年度末までに、全国で
50 部隊程度の配備を計画

● 　NBC テロ災害時に、負傷者の救助、除染活動を迅速かつ的確に実施す
るため、特殊な装備・資機材を有した「NBC 災害即応部隊」を新設。特
別な運用計画に基づき迅速に出動

● 　耐熱性が高く、災害状況の画像伝送や放水等の消防
活動を行う、ＡＩ技術を活用した消防ロボットシステ
ムの研究開発を平成 26 年度から実施

● 　平成 30 年度末に消防ロボットシステム（スクラム
フォース）は完成し、令和元年５月 24 日に本システ
ムを装備した特殊装備小隊が発足

● 　ＡＩを活用して、消防本部の救急活動データと気象
予報の関係性の分析結果から救急需要が多く見込まれ
る地域をリアルタイムにメッシュで予測し、事前に救
急隊を移動配置することにより、現場到着所要時間を
短縮する手法を開発

● 　プログラムの実証実験を行うとともに、救急隊の最
適配置モデルを検証中

● 　令和２年度の完成を目指して研究を進める予定

外国人・障害者からの119番通報等に対する取組

災害情報伝達及び避難誘導ガイドライン

研究開発の方向性

基本計画の改定

相次ぐ消防防災ヘリコプターの墜落事故

消防防災ヘリコプターの運航に関する基準

緊急消防援助隊の増強

緊急消防援助隊ロゴマーク

土砂・風水害機動支援部隊と NBC 災害即応部隊の新設

研究開発の状況

大規模イベント開催を見据えた外国人・障害者への対応緊急消防援助隊の充実強化

消防防災ヘリコプターの安全運航体制の強化 Society 5.0 時代におけるＡＩ等の活用

特集特集

特集 特集

35

6 4

消防庁では、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会において日本語の理解が十分でない訪日外国人
の方々や音声によるコミュニケーションが難しい聴覚・言語障害者の方々が、適切に 119 番通報を行うことができ、
消防サービスが適切に提供されることが重要となるため、「情報難民ゼロプロジェクト報告」（平成 28 年総務省）に
基づき、情報支援策の充実強化に取り組んでいます。

緊急消防援助隊の編成及び施設については、消防組織法第 45 条に基づき総務大臣が「緊急消防援助隊の編成及び施
設の整備等に係る基本的な事項に関する計画」により定め、これに基づき整備を進めることとなっています。

消防庁では、研究開発等に係る中期的なマスタープランとして「消防防災科学技術高度化戦略プラン」を策定し、概
ね 5 年ごとに改訂しています。平成 30 年 3 月に改訂した「消防防災科学技術高度化戦略プラン 2018」においては、
自然災害リスクの増大や社会の脆弱化への対応に加え、研究成果の社会実装の推進を主眼としています。

※いずれの施策も 2020 年中に全ての消防本部への導入が目標

消防ロボットシステムの配備

迅速な救急搬送を目指した救急隊運用最適化の研究開発

救急ボイストラ画面

多言語化・視覚化に有効な
ツール

NBC テロ災害を想定した訓練の様子

スクラムフォース

検討会の模様

特集 1 令和元年版　消防白書が公表されました
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日本の規格に適合する消防用機器等の海外展開

消防団を中核とした地域防災力の充実強化

特集

特集

7

8

海外展開のさらなる強化を通じ、諸外国の社会課題解決や我が国の経済再生、地域再生に一層貢献するため、総務省
では平成 30 年に「総務省海外展開戦略」（「世界に貢献する総務省アクションプラン」）を策定し、この中で、消防分
野の戦略として、日本の消防用機器等の海外展開を位置付けています。

地域における消防防災体制の中核的存在として、地域住民の安心・安全の確保のために消防団は大きな役割を果たし
ていますが、消防団員数は年々減少しており、平成 31 年 4 月 1 日現在、83 万 1,982 人（前年から 1 万 1,685
人減少）となっています。消防庁では、消防団の充実強化に向け、以下の取組を行っています。

● 　日本の消防用機器等は、消防庁が策定する規格・基
準に基づくとともに、第三者機関による厳格な検定等
の認証を取得しており、優れた品質を確保

● 　東南アジア諸国等では、消防用機器等に関する基準
が未整備の地域があり、東南アジア諸国等の消防・防
災関係者に対して、日本の機器の競争力を更に高める
ため、日本製品の品質・信頼性の高さについて理解を
促すための取組を実施

● 　国内の連携体制・日本企業へのサポートとして、平成 31 年２月
26 日に、日本貿易振興機構　(JETRO) と連携したセミナーを開催

● 　個別の国に対する日本の消防用機器等の品質、規格・認証制度の浸
透への取組として、平成 30 年 10 月 8 日に　「日本国総務省とベト
ナム社会主義共和国公安省との消防分野における協力覚書」を締結

● 　令和元年 8 月には、ベトナム・ホーチミン市で開催された消防・
防災展「Fire Safety & Rescue VIETNAM 2019」に、日本の
民間企業が初めて合同で出展。同時開催のセミナーにおいて、消防庁
職員が火災予防対策について発表し、官民一体の働きかけを実施

● 　学生、女性、被雇用者及び公務員の消防団への加入
促進について「消防団協力事業所表示制度」や「学生
消防団活動認証制度」などの取組を実施

● 　消防団に対し、救助活動用資機材等を搭載した消防
ポンプ自動車等を無償で貸し付け、訓練等を支援

● 　消防学校に対し、情報収集活動用資機材（オフロー
ドバイク、ドローン）や女性・若者が扱いやすい小型
動力ポンプを無償で貸し付け、訓練を支援

● 　消防団設備整備費補助金（消防団救助能力向上資機
材緊急整備事業）を新設し、消防団の装備の充実及び
災害対応能力の向上

● 　年額報酬及び出動手当について、特に支給額の低い
団体に引上げを要請

日本の消防用機器等の海外展開に対する政府の取組

海外展開への取組

消防団の充実強化施策

消防団への加入促進

装備の充実強化

消防団員の処遇の改善

「Fire Safety & Rescue VIETNAM 2019」における日
本ブース

消防団設備整備費補助金対象資機材

消防防災を巡る現況と
活動等について

令和元年版「消防白書」の本章
で掲載している統計情報や特筆
すべき問題への対応等について
いくつか紹介します。

火災の現況と最近の動向（第１章第１節）

この 10 年間の出火件数と火災による死者数は、おおむね減少傾向
・ 平成 30 年中の出火件数は３万 7,981 件（前年比 1,392 件減少）であり、10 年前の 72.5％
・ 火災による死者数は 1,427 人（前年比 29 人減少）であり、10 年前の 72.5％
・ たばこによる火災は 3,414 件で、出火原因の第１位　（第２位はたき火、第３位はこんろ）

・ 平成 30 年中の住宅火災件数（放火を除く）は１万 269 件（前年比 220 件減少）であり、10 年前の 65.8％
・ 住宅火災による死者数 （放火自殺者等を除く）は 946 人（前年比 57 人増加）であるが、10 年前の 84.2％
・ 住宅用火災警報器の設置率は、82.3％（令和元年６月１日時点）

■ 出火件数及び火災による死者数の推移

■ 住宅火災の件数（放火を除く）及び住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く）の推移

（備考）　１　「火災報告」により作成
　　　　２　「出火件数」については左軸を、「火災による死者数」については右軸を参照

（備考）　１　「火災報告」により作成
　　　　２　「住宅火災の件数（放火を除く）」については左軸を、「住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く）」については右軸を参照

特集 1 令和元年版　消防白書が公表されました
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消防本部 消防団
・  726 消防本部、1,719 消防署が設置され、消

防職員数は 16 万 5,438 人
・  消防職員数については、前年比増（565 人増加）

であり、10 年前の 104.5％

● 救急自動車による救急出動件数はほぼ一貫して増加傾向を示しており、平成 30 年中は過去最多の約 661 万件で、
10 年前と比較して約 30％増加

● 救急隊設置数は、平成 31 年４月１日現在、5,215 隊（対前年 36 隊増）で、10 年前と比較して約７％の増加
● 平成 30 年中の現場到着所要時間の平均は 8.7 分（10 年前と比較して 1.0 分延伸）
● 平成 30 年中の病院収容所要時間の平均は 39.5 分（10 年前と比較して 4.5 分延伸）

・  消防団数は 2,198 団、団員数は 83 万 1,982
人であり、消防団はすべての市町村に設置

・  消防団員数は前年比減（1 万 1,685 人減少）
であり、10 年前の 94％

消防の組織（平成 31 年 4 月 1 日現在）の状況（第 2 章第１節）救急車の適正利用の推進（第 2 章第 5 節）

京都市伏見区で発生した爆発火災への対応

救急業務の実施状況（第 2 章第 5 節）

■ 消防職員数、消防団員数の推移

■ 救急自動車による救急出動件数及び
　 救急隊設置数の推移

■ 救急自動車による現場到着所要時間
　 及び病院収容所要時間の推移

（備考）　１　「消防防災・震災対策現況調査」により作成
　　　　２　東日本大震災の影響により、平成 23 年の岩手県、宮城県及び福島県の消防職員数及び消防団員数については、前年数値（平成 22 年４月１日現在）により
　　　　　　集計している。
　　　　３　東日本大震災の影響により、平成 24 年の宮城県牡鹿郡女川町の数値は、前々年数値（平成 22 年４月１日現在）により集計している。

（備考）　１　「救急年報報告」により作成
　　　　２　左のグラフは、「救急自動車による救急出動件数」については左軸を、「救急隊設置数（各年４月１日現在）」については右軸を参照
　　　　３　右のグラフは、「現場到着所要時間」については左軸を、「病院収容所要時間」については右軸を参照
　　　　４　右のグラフは、東日本大震災の影響により、平成 22 年及び平成 23 年の釜石大槌地区行政事務組合消防本部及び陸前高田市消防本部のデータを除いた数値
　　　　　　により集計している。

　地域の限られた救急車が緊急性の高い症状の傷病者にできるだけ早く到着できるようにするため、電話相談「救急
安心センター事業（♯ 7119）」をはじめとする各種施策を展開

救急安心センター事業（♯７１１９）の推進
● 令和元年 12 月１日現在、全国 16 地域で事業実施
● 潜在的な重症者の発見及び救護、軽症者の搬送割合の

減少、不急の救急出動の抑制などの効果を確認
● 平成 29 年５月から、普及促進アドバイザー制度を運

用し、運営に携わっている自治体職員等を派遣し、令
和元年 11 月末までに延べ 15 地域に 36 人のアドバ
イザーを派遣

● 令和元年 7 月 18 日に京都府京都市伏見区の株式会
社京都アニメーションにおいて極めて大きな人的被害
を伴う爆発火災（死者 36 人、負傷者 34 人（重症７人、
中等症７人、軽症 20 人、容疑者１人を含まず））が
発生

● 出火建物は、地上３階建て、延べ面積 691.02 ㎡の
アニメーションスタジオ

● 消防庁は、警察庁と連携し、ガソリン容器への詰替え
販売を行う際に身分証の確認、使用目的の問いかけ、
販売記録の作成、不審者発見時の通報を行うよう、ガ
ソリンスタンドの事業者団体（石油連盟及び全国石油
商業組合連合会）に対して要請

● 令和元年 10 月 31 日未明に沖縄県那覇市の首里城正殿
において出火。正殿（木造、地上３階建て、延べ面積
1,199.24 ㎡）を含む６棟が全焼、このほか 2 棟が焼損

（死者無し。消防職員１名が軽症）。出火箇所は正殿１階北
東側と推定され、令和元年 11 月現在、出火原因の特定に
は至っていない

● 本火災を受け、消防庁職員 11 人（消防研究センター職員
9 人を含む）を現地に派遣し、那覇市消防局が行う火災の
調査を支援

● 本火災を踏まえ、文化庁と連携して、文化財建造物の防火
対策ガイドラインを改訂し、あわせて文化財建造物に対応
した防火訓練マニュアルの作成等を今後実施

● 上記の取組の更なる徹底を図るため、令和元年 12 月
に危険物の規制に関する規則を改正。ガソリンの容器
への詰替え販売時における顧客の本人確認、使用目的
の確認、販売記録の作成を義務付け

● ♯ 7119 に対する住民の認知・理解を図り、利用を
促進するため、インターネット媒体の活用や、子供に
訴求力の高い企業キャラクターと連携することで、幅
広い層への広報を実施

♯ 7119 イメージ図

出火建物１階

炎上中の正殿（那覇市消防局提供）

消防による防火指導の状況
（京都市消防局提供）

沖縄県那覇市で発生した首里城火災への対応

特集 1 令和元年版　消防白書が公表されました

専用回線
＃ 7119

緊急電話相談

迅速な救急車
の出動

医療機関
の案内

医療機関案内

緊急性の
高い症状

緊急性の
低い症状
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特集２ 長谷川総務副大臣×鈴木三重県知事　特別対談

長
谷
川
副
大
臣

　

知
事
は
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
大
事
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

６
０
０
団
体
す
べ
て
を
回
り
、
縦
で
は

な
く
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。こ
の「
つ

な
ぐ
」
と
い
う
視
点
と
、
今
回
の
支
援

策
は
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
知
事

　

三
重
県
で
は
分
野
を
超
え
て
連
携
す

る
こ
と
を
非
常
に
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川
副
大
臣

　

鈴
木
知
事
、
よ
う
こ
そ
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
知
事
は
、
幸
福
実
感
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
三
重
県
を
目
指
そ
う
と

様
々
な
施
策
を
提
言
・
実
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
日
は
、
現
在
政
府
で
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
就
職
氷
河
期

世
代
支
援
」
と
「
男
性
職
員
の
育
児
休

業
の
促
進
」
の
２
点
を
中
心
に
、
お
話

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
副
大
臣

　

私
も
知
事
も
、
実
は
就
職
氷
河
期
世

例
え
ば
、
本
県
が
設
置
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
特
徴
は
農
業
を
対
象
に
す

る
こ
と
で
す
。
三
重
県
は「
農
福
連
携
」

の
一
環
と
し
て
障
害
者
が
農
業
で
活
躍

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
「
福
」
の
範
囲
を
広
げ
て
、
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
や
引
き
こ
も
り

の
人
も
含
め
て
、
農
業
で
活
躍
し
て
も

ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
農
福
連
携
の
チ
ー
ム
と
し
て
、
就

職
氷
河
期
世
代
の
人
た
ち
も
農
業
で
も

活
躍
で
き
る
よ
う
に
、人
と
仕
事
を「
つ

な
ぐ
」
こ
と
を
考
え
、
活
躍
の
場
を
広

げ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
に
は
、
仕
事
に
人
を
合
わ
せ

代
に
当
た
り
ま
す
。
政
府
で
は
今
後
３

年
間
で
集
中
的
に
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
三
重
県
で
は
ど

の
よ
う
な
施
策
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
知
事

　

本
県
内
に
は
、
就
職
氷
河
期
世
代
で

不
安
定
な
就
労
や
無
業
の
状
態
に
あ
る

方
々
が
１
万
人
～
１
万
１
千
人
ほ
ど
い

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
紹
介
す
る
だ

け
で
は
な
か
な
か
就
業
に
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く

に
は
、
医
療
や
福
祉
、
雇
用
が
連
携
し

て
、
そ
の
人
の
ケ
ア
や
社
会
参
画
の
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

る
の
で
は
な
く
て
、
人
に
仕
事
を
合
わ

せ
る
と
い
う
視
点
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

長
谷
川
副
大
臣

　

本
日
は
、
総
務
省
か
ら
三
重
県
に
出

向
し
た
経
験
が
あ
る
職
員
と
三
重
県
出

身
の
職
員
に
も
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
に
出
向
し
た
経
験
の
あ
る
皆
さ

ん
は
、
三
重
県
の
「
つ
な
ぐ
」
施
策
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

■
保
科
課
長
補
佐
（
三
重
県
出
向
者
）

　

私
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
に
携

わ
り
ま
し
た
。
三
重
県
南
部
で
有
名
な

真
珠
は
宝
飾
品
で
高
価
な
た
め
、
返
礼

品
に
は
難
し
い
の
で
す
が
、
真
珠
を
取

り
出
し
て
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
加
工
す
る
と

い
う
体
験
型
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

ま
し
た
。
養
殖
に
携
わ
る
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出

す
な
ど
、
分
野
を
超
え
た
取
組
を
市
町

と
協
力
し
て
進
め
て
い
ま
し
た
ね
。

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
い
く
つ
か
の
県
で
国
の
労
働

局
や
県
、
関
係
団
体
で
構
成
す
る
「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
で
き
て
お
り
、

本
県
も
年
度
内
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
「
お
し
ご
と

広
場
み
え
」
で
は
、
医
療
・
福
祉
等
に

精
通
し
た
就
職
氷
河
期
世
代
の
支
援
専

門
員
や
企
業
開
拓
員
を
置
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
県
庁
自
身
で
も
、
30
代
半
ば

か
ら
40
代
半
ば
の
就
職
氷
河
期
世
代
が

受
験
で
き
る
よ
う
に
新
し
い
試
験
区
分

を
作
り
、
人
物
重
視
の
職
員
採
用
試
験

を
令
和
２
年
９
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
ど
こ
の
県
で
も
災
害
対
応
や

児
童
相
談
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

の
中
で
人
材
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
の
人
た
ち
に
は
、
そ

う
し
た
分
野
で
も
三
重
県
を
元
気
に
す

る
た
め
に
力
を
貸
し
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鈴木三重県知事長谷川総務副大臣
特別 対談

三
重
県
が
考
え
る

就
職
氷
河
期
対
策

人
と
仕
事
を
「
つ
な
ぐ
」

昭和 49 年生まれ。東京大
学経済学部卒業。経済産業
省を経て平成 23 年より三
重県知事（現在 3 期目）。
全国知事会地方創生対策本
部本部長や日本忍者協議会
会長など。現職知事では初
めて第一子、第二子とも育
児休暇を取得。

昭和 46 年生まれ。北海道
大学経済学部経営学科卒
業。YOSAKOI ソーラン祭
り組織委員会専務理事を経
て、平成 22 年参議院議員
に初当選。当選 2 回。総
務大臣政務官、自民党水産
部会長、法務部会長、参議
院財政金融委員長などを歴
任。現在、自民党道連会長
代行など。

三重県知事 
鈴木英敬

総務副大臣 
長谷川 岳

特集2
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三重県庁 男性職員の育休取得率 全国１位！ 
三重県庁 ４つの秘訣

①トップの率先垂範
（知事自身の育休取得）

②管理職の目標設定
とコミットメント

③ワーク・ライフ・マネジメント
の推進に向けた人員配置

部下の両立支援の姿勢を評価
全部局長もイクボス宣言！

④現場で浸透させるツール
（育児参画計画書）

「必要なときに、必要なだけ、安心して」
育児のための休暇・休業を取得できる職場環境に！

https://www.soumu.go.jp/main_
sosiki/jichi_gyousei/koumuin_
seido/shushoku_hyogaki_shien.
html

地方公共団体における
就職氷河期世代支援を
目的とした職員採用試験の
実施状況はこちら

左から、三重県地域連携
部市町行財政課長　横山 
啓、総務省自治税務局自
動車税制企画室長　東 
高士、総務省自治行政局
住民制度課課長補佐　保
科 実、内閣官房ＩＴ室 
併任 総務省自治行政局
行政経営支援室　課長補
佐　小山里沙、総務省自
治税務局企画課課長補佐　
西村　高則（総務副大臣
と三重県知事除く）。

の
中
に
は
、
最
初
か
ら
ハ
ッ
キ
リ
と
し

た
目
標
を
持
っ
て
い
て
、
卒
業
後
も
専

門
性
を
持
っ
て
地
域
の
た
め
に
活
動
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ

う
し
た
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
卒
業

生
の
意
識
と
能
力
を
活
用
し
、
地
方
の

雇
用
機
会
の
創
出
に
も
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
知
事

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
三
重
県

も
「
関
係
人
口
」
か
ら
「
活
動
人
口
」

へ
と
一
段
登
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
た
後
、
そ
の

ま
ま
三
重
県
に
残
る
率
が
全
国
と
比
べ

て
や
や
低
い
の
で
す
。
一
方
で
、
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
な
方
も
い
て
、
例
え
ば

尾
鷲
市
の
移
住
と
空
き
家
バ
ン
ク
の
活

動
を
し
て
い
る
N
P
O
で
活
動
さ
れ

て
い
る
協
力
隊
員
は
、
も
と
も
と
不
動

産
業
で
働
い
て
い
た
方
な
の
で
、
マ
ッ

チ
ン
グ
が
と
て
も
上
手
な
ん
で
す
。
定

着
率
は
ち
ょ
っ
と
低
い
け
れ
ど
も
、
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
率
は
す
ご
く
高
い
と

い
う
の
は
特
徴
的
な
こ
と
で
す
の
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
、

国
と
自
治
体
で
一
緒
に
や
っ
て
い
く
の

は
、
一
つ
の
方
策
だ
と
思
い
ま
す
。

■
東
室
長
（
三
重
県
出
向
経
験
者
）

　

一
般
ゴ
ミ
対
策
の
担
当
課
長
と
し

て
、
レ
ジ
袋
を
な
く
す
運
動
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
県
の
担
当
課
が
ど
ん
ど
ん

市
町
に
入
っ
て
い
き
、
色
々
な
と
こ
ろ

で
P
R
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。人
々

の
生
活
に
根
ざ
し
た
と
こ
ろ
に
も
県
が

入
っ
て
い
く
と
い
う
貴
重
な
経
験
で
し

た
。

長
谷
川
副
大
臣

　

三
重
県
出
身
の
小
山
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
見
て
い
ま
す
か
。

■
小
山
課
長
補
佐
（
三
重
県
出
身
者
）

　

か
つ
て
は
大
学
進
学
の
た
め
三
重
県

か
ら
別
の
地
域
に
出
る
と
、
そ
の
後
、

就
職
で
戻
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が

は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
は
、
三
重
県
出
身
者
が
、

例
え
ば
東
京
で
三
重
県
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
人
を
し
て
い
る
と
か
、
三
重

県
の
物
産
品
を
P
R
し
て
い
る
と
か
、

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
結
構
い
て
、
い

ず
れ
三
重
県
に
帰
っ
て
何
か
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
若
者
に
対
し
て
、
三
重
県

で
は
こ
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
と

い
う
情
報
を
知
事
か
ら
発
信
い
た
だ
く

と
、
横
の
連
携
が
し
や
す
く
な
る
の
だ

長
谷
川
副
大
臣

　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
話
題
に
入

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
泉
環
境
大
臣

が
育
休
を
取
得
す
る
な
ど
、
男
性
育
休

に
は
大
き
な
意
識
改
革
の
流
れ
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
小
泉
大
臣
に
ご
自
身
の

体
験
を
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
た
の
が
鈴

木
知
事
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
組

織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
職
員
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
知
事

　

公
務
員
の
世
界
で
は
、
育
休
の
制

度
は
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
育
休
を
取
る
風
土
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
制
度
は
あ
る
が
風
土
は
な
い
」
と
い

う
状
況
で
し
た
。
空
気
を
変
え
る
こ
と

も
リ
ー
ダ
ー
の
大
き
な
仕
事
で
す
の
で
、

じ
ゃ
あ
、
そ
の
風
土
の
方
を
変
え
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

私
は
、
経
済
産
業
省
在
職
時
は
「
年

中
無
休
24
時
間
営
業
中
」
と
名
刺
に
書

く
よ
う
な
、
今
に
し
て
み
れ
ば
若
気
の

至
り
の
よ
う
な
職
員
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
知
事
に
な
っ
て
み
た
ら
、
女
性

職
員
た
ち
が
「
知
事
が
取
っ
て
く
れ
た

ら
職
場
が
変
わ
る
か
ら
」
と
声
を
上
げ

て
き
た
。組
織
の
風
土
は
、ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
両
方
で
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
し
て
変
え
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
。
僕
が
知
事
に
な
る
前
は
、
男
性

職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
１
・
９
％

だ
っ
た
の
が
、
今
や
知
事
部
局
で
36
・

７
％
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
知
事
部

局
で
も
警
察
・
教
育
を
含
め
て
も
全
国

一
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

達
成
で
き
た
秘
訣
は
４
つ
あ
っ
て
、

１
つ
目
は
、
僭
越
な
が
ら
ト
ッ
プ
が
率

先
垂
範
し
た
こ
と
。
２
つ
目
は
、
労
使

協
働
で
「
育
児
参
画
計
画
書
」
を
作
成

し
た
こ
と
。
例
え
ば
職
員
の
妻
の
出
産

予
定
日
が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
後
三
年

間
分
の
働
き
方
を
こ
う
し
ま
す
と
い
う

計
画
書
を
つ
く
り
面
談
で
所
属
長
に
相

談
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対

話
の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
提
供
し
、
現
場

で
浸
透
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、
所
属
長
が
イ

ク
ボ
ス
と
し
て
、
部
下
の
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
適
正

に
評
価
さ
れ
る
人
事
制
度
に
し
た
こ
と
。

そ
し
て
４
つ
目
が
、
管
理
職
が
イ
ク
ボ

ス
宣
言
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
と

い
う
こ
と
。
こ
の
４
つ
を
実
践
し
て
、

高
い
育
休
取
得
率
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

長
谷
川
副
大
臣

　

職
場
風
土
や
空
気
は
変
え
ら
れ
ま
す

か
。

鈴
木
知
事

　

変
え
ら
れ
ま
す
。
必
ず
、
変
え
ら
れ

ま
す
。

ち
な
み
に
、
僕
が
育
休
を
取
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
出
た
と
き
は
県
庁
に
は
、

「
中
小
企
業
は
取
ら
れ
へ
ん
ぞ
！
」
と

か
、「
公
務
員
優
遇
や
な
い
か
！
」
と

か
い
ろ
い
ろ
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
「
だ
か
ら
こ
そ
取
る

ん
で
す
よ
」
と
申
し
上
げ
た
の
で
す
。

企
業
で
取
り
に
く
い
か
ら
こ
そ
、
ま
ず

我
々
が
率
先
し
て
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
、
だ
か
ら
、
こ

う
制
度
を
変
え
て
い
こ
う
っ
て
い
う
風

に
で
き
る
ん
で
す
よ
、
と
申
し
上
げ
、

空
気
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

長
谷
川
副
大
臣

　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
提
示
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

総
務
省
の
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

鈴
木
知
事
に
は
引
き
続
き
先
進
的
な

取
組
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
知
事　

　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
三
重
県
の
情
報

発
信
で
い
え
ば
、
東
京
日
本
橋
に
「
三

重
テ
ラ
ス
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
の
活
動
で
は
、「
関
係
人
口
」（
地

域
や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る

人
々
）
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
三
重

県
は
、
も
と
も
と
度
会
県
（
わ
た
ら
い

け
ん
）
と
安
濃
津
県
（
あ
の
つ
け
ん
）

が
合
併
し
て
三
重
県
に
な
っ
た
の
で
す
。

度
会
県
は
、
現
在
の
三
重
県
南
部
の
地

域
で
す
が
、
今
は
人
口
が
減
少
し
て
い

る
の
で
、
そ
こ
を
盛
り
上
げ
て
い
く
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
方
を
「
度
会
県

民
」
と
し
て
、
い
ま
１
３
０
０
人
近
く

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
を

中
心
に
集
ま
り
、
時
々
地
元
の
南
部
の

祭
り
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

長
谷
川
副
大
臣

　

総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
施
策

が
今
年
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
る
人
た
ち

育
児
休
業
と
トッ
プ
の
役
割

関
係
人
口
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊

特集２ 長谷川総務副大臣×鈴木三重県知事　特別対談
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平
成
17
年
に
１
町
5
村
が
合
併
し
て

で
き
た
揖
斐
川
町
は
、
岐
阜
県
の

西
端
に
位
置
し
ま
す
。
町
の
中
心
が
あ
る

田
園
地
帯
は
濃
尾
平
野
の
北
西
の
端
に
あ

た
り
、
町
の
西
側
に
は
標
高
１
３
７
７
ｍ

の
伊
吹
山
を
は
じ
め
、
１
０
０
０
ｍ
を
超

え
る
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
州
の
中
心
に
あ
る
と
さ
れ
る
伊
吹
山

の
山
あ
い
は
、
古
く
か
ら
薬
草
の
宝
庫
と

し
て
知
ら
れ
、
織
田
信
長
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
来
た
宣
教
師
に
薬
草
園
を
造
ら
せ
た
、

と
い
う
伝
承
も
。

　

町
名
の
も
と
で
あ
る
揖
斐
川
は
、
福
井

県
と
の
県
境
あ
た
り
を
源
流
と
し
、
途
中
、

徳
山
ダ
ム
が
つ
く
る
広
大
な
徳
山
湖
に
注

ぎ
こ
ん
で
か
ら
、
ア
マ
ゴ
や
ア
ユ
の
魚
影

の
濃
い
渓
谷
と
な
っ
て
下
り
、
町
の
中
央

部
を
流
れ
ま
す
。

　

清
ら
か
な
水
や
澄
ん
だ
空
気
を
生
か
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
が「
美
濃
い
び
茶
」

で
す
。
高
地
の
揖
斐
郡
で
は
寒
暖
差
を
生

か
し
、
甘
味
が
あ
り
、「
幻
の
米
」
と
称

さ
れ
る「
は
つ
し
も
」が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
境
に
近
い
揖
斐
川
町
は
昔
か
ら
北
陸
や

関
西
と
の
交
流
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
地
区
で
多
様
な
伝
統
文
化
が
生
ま
れ
、

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
も
「
子
ど
も
歌

舞
伎
」
や
「
谷
汲
踊
」
な
ど
が
町
の
子
ど

も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
上
流
の
桃
源
郷

森
を
護
り
、
人
を
育
て
る
源
流
の
町

い
び
が
わ
ち
ょ
う

岐
阜
県

川
町

地元の人から「谷汲さん」の名
で親しまれる。春、参道は桜の
トンネルに。華厳寺を含む「西
国三十三所観音巡礼」が令和
元年に日本遺産に認定された。

上ヶ流（かみがれ）地区の山の
中腹から山頂にかけて広がる
茶畑の景観。「岐阜のマチュピ
チュ」「天空の茶畑」と称される。

2008 年に完成した徳山ダム
は堤高 161 ｍ、総貯水量 6
億 6,000 万㎥。徳山湖は「濃
尾の水がめ」であり、町の観
光資源でもある。

面積：803.44km2（境界未定部分あり）
人口：2 万 849 人（令和 2 年 2 月 1 日）
町の木：けやき
町の花：はなもも
役場所在地：岐阜県揖斐郡揖斐川町
　　　　　　三輪 133 番地

揖 斐 川 町 D A T A

地
方

のかがや
き

揖
斐

　中京圏の発展を支えてきた揖斐
川の源流を抱える揖斐川町は、清
流を生む豊かな森林を誇りとし、
しっかり守っていくため、昨年、

「森づくり宣言」をしました。
　山や渓谷の豊かな自然は観光資
源としてもさらに生かしていきた
いと考えています。
　また町では子どもたちが地元の
伝統、文化を学び、心身ともに健
全に育ってほしいという願いを込
め、子育てをしやすい環境づくり
にも力を入れています。
　春日地区で産するさざれ石のよ
うに今後も町民と心を一つに、ま
ちづくりを進めてまいります。

さざれ石のように心を
合わせてまちづくりを

揖斐川町長　富田和弘

桜や紅葉の名所
「谷汲山華厳寺」

岐阜のマチュピチュ
「天空の遊歩道」

国内最大の総貯水容量
「徳山ダム」が作る湖

三
さん

周
しゅう

ヶ
が

岳
たけ

の山頂付近、標高
約 1,100 ｍにありながら水
が涸れたことがないとされる。
雨を降らせてくれた龍神の妻
となった夜叉姫の伝説が残る。

「里山きさら」は鹿や猪
などのジビエ料理を楽し
める。ジビエのほか、魚、
米、野菜などの食材も地
元の生産者から直接仕入
れたものばかり。

観賞用に品種改良された桃
で、揖斐川町の「町の花」。
桂川沿い約 5km にわたり約
2,000 本植えられている。例
年 4 月上旬に開花期を迎える。

龍神と夜叉姫伝説の
地「夜叉ケ池」

おいしい地産地消「ジビエ料理」

色艶やかな町の花
「はなもも」

岐阜駅

岐阜市

揖斐駅

大垣駅

揖斐川町
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地
方

のかがや
き

岐阜県

揖斐川町

工事現場を見学。株式会社久保田工務店の人
に、建設業の地域を元気にする未来づくりに
対する熱い思いを教えてもらった。

「揖斐菓匠庵みわ屋」で仕事の工夫などを聴き、和菓子作りを
体験し、味わう。

参加定員はフルが 7,000 人、ハーフが 3,000 人。応援のあたたかさから「日
本のボストンマラソン」とも呼ばれています。

か
ま
ど
で
炊
い
て
食
べ
る
ご
飯
な
ど
町
に
残
る

古
き
良
き
日
本
文
化
。

鉄
道
存
続
の
た
め
尽
力
す
る
「
養
老
鉄
道
の

未
来
を
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
濃
」
の
人

た
ち
の
話
を
聴
い
た
。

地域活性化に貢献！
ジモトの大人とジモトで学ぶ

揖斐ジモト大学
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
、

次
の
時
代
の
揖
斐
川
町
に
つ

い
て
考
え
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を

探
し
、
育
て
る
枠
組
み
と
し
て
平
成

29
年
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
「
揖
斐

川
町
未
来
セ
ン
タ
ー
会
議
」
で
す
。

　

会
議
の
提
案
を
事
業
化
し
た
も
の

の
一
つ
に
、
中
高
生
を
対
象
と
す
る

「
揖
斐
ジ
モ
ト
大
学
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
揖
斐
川
町
で
暮
ら

し
、
揖
斐
川
町
で
働
く
地
域
の
大
人

を
生
き
た
教
材
と
し
て
、
中
高
生
が

自
分
の
将
来
を
リ
ア
ル
に
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
中
高
生
の
探
求

す
る
力
を
育
て
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
町
に
元
気
な

大
人
が
い
て
、
様
々
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
地
域
医
療
に
あ
た
る
医
師
や

ド
イ
ツ
パ
ン
の
工
房
を
営
む
人
な
ど

ジ
モ
ト
の
大
人
た
ち
を
講
師
と
し
て
、

対
話
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の

や
り
が
い
に
触
れ
る
体
験
活
動
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
8
月
の
小
島
夏

祭
り
で
は
、「
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
」
と
銘
打
ち
、
中
高
生
と
大
人

が
順
番
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、「
町

の
好
き
な
と
こ
ろ
」「
十
年
後
ど
ん

な
町
に
な
る
と
い
い
か
」
な
ど
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
話
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
教
科

書
や
ネ
ッ
ト
で
は
見
つ
け
ら
れ
な

い
」「
A
I
に
負
け
な
い
自
分
探
し
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と

で
進
め
て
い
ま
す
。

心のこもったおもてなしで毎年盛況

いびがわマラソン

皇室三代にわたり森林づくりが引き継がれてきた

揖斐すめらぎの森
清流と水はけのよい

扇状地に育つ銘茶「美濃いび茶」の直売所

いび茶の里

外国人に大人気！
築150年超の古民家を改修したゲストハウス

Yadoya Ibigawa

　毎年 11 月の第 2 日曜日に開催される「いびがわマラソン」は、
ネットエントリーの受付開始から数十分で定員に達するほどの人
気です。
　紅葉が映える揖斐川の清流を望む美しいコースで知られ、沿道
では子どもたちがメッセージを書いた横断幕を掲げ、ランナーと
のハイタッチや太鼓演奏で元気いっぱい応援。地域住民がおもて
なしの心で、ランナーが気持ちよく走ることができるようコース
の清掃や給水などのボランティアとして大会を盛り上げています。
　こうした取り組みもあり、ランナー間で非常に人気の高いマラ
ソン大会となっています。

　昭和天皇が昭和 32 年に杉の苗木をお手植えされ、上皇、上
皇后（当時、皇太子、皇太子妃殿下）が昭和 51 年に枝打ち作
業をご視察、さらに、平成 27 年に今上陛下（当時、皇太子殿下）
が間伐の鋸入れを行った森が谷汲緑地公園北西の山麓にありま
す。天皇家が３代にわたって訪問された全国でも珍しいこの森
を、令和の改元にあたり、「揖斐すめらぎの森」と命名しました。
令和元年 10 月 27 日に開催した「令和改元記念揖斐すめらぎ
の森感謝祭」では、次の世代に豊かな緑を引き継ぐため、揖斐
川町の森づくりを宣言しました。また、記念碑の除幕や記念講
演、コンサート、バザーなどを行いました。

　江戸幕府の御用番茶とされたほど、
西濃は昔からお茶の栽培が盛んで
す。この歴史を受け継ぐ揖斐川町で
は「美濃いび茶」のブランド化を進
めています。
　揖斐川町で生産されるお茶の直売
所である「いび茶の里」は、町が建
てた施設で、株式会社いび茶の里が
運営しており、販売スタッフは全員
女性です。扱うのは煎茶や番茶、抹
茶、紅茶などバリエーション豊か。
直売所に併設される日本茶カフェで
は、やぶきた茶や春日地区の「天空
の古来茶」も楽しめます。抹茶のわ
らび餅や焙じ茶ジェラートなどのス
イーツも絶品です。

幼児園児や小学生が岐阜県重要無形
民俗文化財第 1 号の谷汲踊を披露。

お茶やスイーツ（上）
を楽しめる「いび茶の
里」（下）。水曜日休み
( 繁忙期は営業 )

センスが光る内装。
五右衛門風呂、お
くどさん（かまど）
が残る。

着物などの日本文化を
楽しむフランスから
やってきたゲストたち。

「古民家を活用し
たゲストハウスを
増やしていきたい」
と語る保井さん。

木で作ったジャングルジムなどの木
製遊具のコーナーは人気を集めた。

　日本の昔ながらの生活を体験できるのが、大和神社に
隣接した築 150 年を超える古民家を改装したゲストハ
ウス「Yadoya Ibigawa」です。
　大和神社の禰宜（ねぎ）の保井円（まどか）さんは
23 年間フランスで生活した経験があります。「帰国後、
故郷の揖斐川町に戻ったとき、「川や山の幸、里山の景
観など古き良き日本の素晴らしさに感動しました」
　自然とともに生き、その一部をいただいく。自然と調
和した、つつましやかだけれど、真の豊かさのある暮ら
し。こうした生き方が日本から急速に消滅しつつあるこ
とに危機感を覚えた保井さんは、古民家を改修したゲス
トハウスを造ることにしました。
　「外国のゲストにとって里山での滞在はたまらないほ
ど魅力的なようです。地酒やお茶を楽しむ。何気ないこ
とに優雅さを感じ、日本人の本質はこれだ、と心に響く。
一見ありふれた田舎でも揖斐川町は宝の山です」
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寺田総務副大臣と
ヒルテ独連邦経済エネルギー省政務次官

との会談寺田総務副大臣とヒルテ独連邦経済エネルギー省政務次官
との会談の様子

日独 ICT 政策対話官民会合の様子

　

今
回
、「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
明
智
光

秀
に
ま
つ
わ
る
逸
話
の
舞
台
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
家
臣
の
娘
・
春
日
局
の
出

生
地
で
も
あ
る
と
い
う
、
大
河
ド
ラ
マ

（『
麒
麟
が
く
る
』
＆
『
春
日
局
』）
の

主
人
公
と
縁
の
あ
る
揖
斐
川
町
。

　

国
歌
「
君
が
代
」
に
詠
ま
れ
る
「
さ

ざ
れ
石
」
の
由
来
の
地
で
も
あ
り
、
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
格
闘
家
の
ジ
ェ

ロ
ム
・
レ
・
バ
ン
ナ
な
ど
、
外
国
人
観

光
客
が
訪
れ
る
国
際
的
な
町
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
今
回
、
初
め
て
知
っ
た

次
第
。

　

そ
ん
な
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
」
な
町
に
住
ま
う
人
々
は
心
温
か
く
、

役
場
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
勤
し
ん
で

お
り
、
王
が
仁
政
を
行
う
と
現
れ
る
と

い
う
聖
な
る
獣
・
麒
麟
は
大
河
ド
ラ
マ

の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
先
駆
け
、
既
に

揖
斐
川
町
に
来
て
い
る
と
思
わ
ず
に
い

ら
れ
な
い
取
材
だ
っ
た
。

（
広
報
室
・
間
瀬
）

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX » 03-5253-5174　MAIL » kohoshi@soumu.go.jp

編 集 後 記 edi tor ial  note

字
幕
放
送
、解
説
放
送
、手
話
放
送
を

試
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

MIC NEWS
　

総
務
省
は
、
視
聴
覚
障
害
者
等
向
け
放

送
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
番
組

制
作
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、

令
和
９
年
度
ま
で
の
普
及
目
標
を
定
め
た

「
放
送
分
野
に
お
け
る
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
、
指

針
の
達
成
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
た
「
字

幕
放
送
等
の
実
績
」
を
毎
年
度
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
放
送
事
業
者
は
、
字
幕
放

送
、
解
説
放
送
、
手
話
放
送
の
拡
充
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
ド
ラ
マ
や
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
生
放
送
番
組
に
も
字
幕

が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

音
声
解
説
や
手
話
の
付
い
た
テ
レ
ビ
番
組

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
る
新
番
組
も
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
で
、

字
幕
放
送
な
ど
を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
２
月
５
日
に
寺
田
総
務
副

大
臣
は
、
ヒ
ル
テ
独
連
邦
経
済
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
政
務
次
官
の
訪
問
を
受
け
会
談

を
行
い
ま
し
た
。
会
談
で
は
、
5
G

等
の
日
独
の
情
報
通
信
政
策
に
関
す
る

重
要
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
会
談
は
、
総
務
省
と
独

連
邦
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
と
の
間
の
日

独
I
C
T
政
策
対
話
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

日
独
I
C
T
政
策
対
話
は
、
日
独

両
国
間
の
情
報
通
信
分
野
に
お
け
る
政

策
面
で
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

総
務
省
と
独
連
邦
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
と
の
間
で
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

I
C
T
政
策
全
般
に
つ
い
て
の
政
策

対
話
で
す
。
今
回
（
第
４
回
）
の
政
策

対
話
で
は
、
総
務
省
側
議
長
を
山
田
総

務
審
議
官
、
独
連
邦
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
側
議
長
を
ヒ
ル
テ
政
務
次
官
と
し

て
、
日
独
両
国
に
お
け
る
政
策
動
向
を

踏
ま
え
、
主
に
、
国
際
協
力
、
A
I
/

I
o
T
、
政
策
及
び
規
制
の
見
直
し
、

５
G
、
I
o
T
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
デ
ー

タ
利
活
用
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
日
独
I
C
T
政
策
対
話
の

開
催
に
合
わ
せ
、
I
C
T
分
野
に
お

け
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
官
民
で
自
由

な
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、
２
回

目
と
な
る
官
民
会
合
も
開
催
し
ま
し

た
。
日
独
双
方
に
お
け
る
政
策
動
向
や

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
の
課
題
等
を

踏
ま
え
、
主
に
、
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー

及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

新
た
な
技
術
（
自
動
運
転
、
A
I
）、

I
o
T
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
省
で
は
、
今
回
の
寺
田
総
務
副

大
臣
と
ヒ
ル
テ
独
連
邦
経
済
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
政
務
次
官
と
の
会
談
及
び
日
独

I
C
T
政
策
対
話
（
第
４
回
）
等
の

結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
日
独
協
力

関
係
の
更
な
る
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

M I C レポート テレビ番組の音
声などを文字や
記号にして画面 
に表示するサー
ビス

画面の内容や場面の状況を音声で説明する音声解説を
追加するサービス

テレビ番組の内
容について手話
通訳を表示する
サービス

新聞のテレビ欄の番組表には、「字幕放送」
の場合は「字」、「解説放送」の場合は「解」、

「手話放送」の場合は「手」の文字が示さ
れています。

「音声切替」、「副音声」と表示のあ
るボタンを押すと解説放送を聞くこ
とができます。

「字幕」と表示のあるボタンを押す
と字幕放送を見ることができます。

リモコンのメーカーや機種により、操作ボタンがない場
合や位置、操作方法が違う場合があります。
また、リモコンによっては字幕ボタンではなく、メニュー
ボタンなどで字幕を表示させる場合もあります。

字幕放送の字幕は、文字スー
パー（テロップ）と異なり、表
示／非表示をリモコン操作など
によって切り替えることが可能
です。

字 幕 放 送

解 説 放 送

手 話 放 送

このように使います。

番組表 リモコン

総務省ホームページ
視聴覚障害者等向け放送の普及促進
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/b_free02b.html

バンナ選手のサイン
色紙。



総
務

省
 M

inistry o
f Internal A

ffairs and
 C

o
m

m
unicatio

ns　
2020

年
4

月
1

日
発

行
　

第
232

号
（

毎
月

1
回

発
行

）　
発

行
／

総
務

省
　

編
集

協
力

／
株

式
会

社
角

川
ア

ス
キ

ー
総

合
研

究
所

　
印

刷
／

昭
栄

印
刷

株
式

会
社

　
P

rinted
 in Jap

an

この印刷物は古紙配合率 70％再生紙を使用しています。




